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• 「デジタルアーカイブ」という日本語は東京大学
工学部の月尾嘉男教授 (当時) が1990年代半ば
に初めて提唱したとされる[1]

• 「デジタルアーカイブ」という語の新聞記事での
初出は1996年3月11日の読売の記事「文化財の
国際赤十字構想座談会 注目のデジタル保存
術」
– 画家の平山郁夫、月尾嘉男教授、東京芸術大学の
内山昭太郎教授、富士通会長の山本卓眞氏が参加

• その直後の1996年4月10日には、同じ読売で「デ
ジタルアーカイブ推進協議会が発足 文化遺産
をデジタル映像で保存・活用」報道



• 新聞記事における「デジタルアーカイブ」の記
載の調査は、社会での「デジタルアーカイブ」
の実践動向や認識度を知るうえで有用

• 調査対象
–朝日新聞の「聞蔵」(1985年～2021年10月25日)
–読売新聞の「ヨミダス歴史館」(1986年～2021年

10月24日)

• 検索語「デジタル」「アーカイブ」のAND
–検索結果全件983件に目を通して判別



拾った記事例







除いた記事

• 以下の記事は集計から除いた
–デジタルアーカイブを参照しているだけのもの

– ［大阪 面影さがし］（４１）長堀 龍馬や弥太郎も
歩いたか（連載）

–論評、社説、インタビュー、寄稿など

–作品の自由な流通、進める改革を 福井健策弁
護士

–同一内容が他の版に掲載されているもの

–県などの予算記事で、予算項目としてデジタル
アーカイブが記載されているもの



参照の例



論評の例



インタビューの例



予算記事など



• 検索結果
聞蔵 ヨミダス歴史館

検索ヒット数 490件 393件

参照、論評、重複除去後 401件 315件



デジタルアーカイブに関する新聞記事数

• 1996-04-09 デジタルアーカイブ推進協議会発足



デジタルアーカイブに関する新聞記事数

• 2011-03-11 東日本大震災



デジタルアーカイブに関する新聞記事数

• 2003-02 NHKアーカイブス発足



デジタルアーカイブに関する新聞記事数

• 2017-05-01 デジタルアーカイブ学会発足



デジタルアーカイブの構築主体



デジタルアーカイブの構築主体



デジタルアーカイブの構築主体



デジタルアーカイブの種別



戦争・災害をテーマとするデジタル
アーカイブ



まとめ

• 新聞記事は歴史の記録として重要
• 同時に世間の関心を反映している
• 記事の傾向

– 初期は政府が後押しした「デジタルアーカイブ推進協
議会」関連記事

– 最近では東日本大震災をきっかけとする震災関連
アーカイブの記事

– 地方の記者の興味を引いて取材されている地域アー
カイブ

• デジタルアーカイブが世間で一定の関心を集め
ていることが明らかになった。


